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八街少年院案内図 施設を見守るモチノキ 

八街少年院の紹介 

 八街少年院は、法務省が管轄し

ている、関東甲信越・静岡の家庭

裁判所で少年院送致の決定を受

けた１５歳以上２０歳未満の男

子少年を収容し、矯正教育を行う

施設です。 

 昭和２４年に千葉県八街市に

創設され、建物老朽化に伴う全面

改築工事を行い、平成８年３月に

現在の建物に一新しました。  

当院は、①社会適応課程Ⅱ（Ａ 

２）と②支援教育課程Ⅱ（Ｎ２）、

③保護観察復帰指導課程Ⅰ（Ｐ１）

及び④保護観察復帰指導課程（Ｐ

２）という教育課程を有していま

す。 

自己統制力を高め、健全な価値

観を養い、堅実に生活する習慣を

身に付けるための各種指導や、特

性に応じた自己理解や社会生活に

適応する力を身に付けるための各

種指導を重点的に実施していま

す。 

また、当院の特色ある処遇プログ

ラムとして、ＧＭａＣ（動物（犬）

介在活動）や被害者心情理解指導

グループワーク、演劇ワークショ

ップ、坐禅教室など、外部講師の

協力を得て実施しているものや、

開庁以来実施している剣道訓練

があります。近年は地域社会との

つながりを体感する、八街市民の

ための土のう作成などの社会貢

献活動にも力を入れています。 

 

１
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未来にはばたく！ 

八街少年院 



 

  

◆特集 －支援教育課程Ⅱ（Ｎ２）在院者の処遇について 

 当院は、令和７年度から支援教育課程Ⅱ（Ｎ２）が指定され、「情緒障害若しくは発達障害又は

これらの疑いのある者及びこれに準じた者で処遇上の配慮を要するものに対する教育」を開始し

ました。Ｎ２の在院者に対する重点教育内容は、「障害等その特性に応じた、社会生活に適応する

生活態度・対人関係を身に付けるための各種の指導」です。これを踏まえて、八街少年院では支援

教育課程Ⅱの教育の在り方について検討を行い、８月から収容を開始しました。今回は、特に障害

や特性を考慮した当院の教育活動について紹介します。 

 

①生活寮のホール 

②陶芸作品  

③剣道訓練の様子 

２

２ 

◆生活環境の整備 

生活寮はＮ２の在院者のみで編成し、個室や一人掛け

の座席を中心とすることで、安心して日課に取り組める

環境を整えました。 

◆体育指導 

在院期間を通じて、日常生活や就労に必要な基礎体力

の向上を目的とした筋力トレーニングや剣道訓練を行

います。剣道訓練では「人間形成」の理念を大切に訓練

しています。 

◆職業指導 

２級生になると陶芸作業を実施します。就労をイメー

ジした取り組み姿勢や集中力の向上を図るとともに、製

品の作成・販売を通じて、社会参加の意識の涵養を行い

ます。 

◆新たな教育プログラムの実施 

福祉支援講座や、演劇的手法を用いたワークショップ

を開始しました。非認知能力向上や特性理解にフォーカ

スした教育活動です。 

◆処遇検討会の充実 

福祉専門官や矯正医官、社会福祉士等の専門家と法務

教官が連携して、個々のニーズや特性について共有する

体制を作りました。 

◆行事、社会貢献活動 

 進級式や運動会といった行事、土のう作成のような社

会貢献活動などは、他の矯正教育課程の在院者と一緒に

行います。 

■ 当院における支援教育課程Ⅱの取組と現状■ 

① 

② 

③ 



 

 

  
◆特集② －新たに取り入れたプログラムの紹介－ 

福祉支援講座 

 全８回のプログラムで、福祉専門官が中

心となって指導を行います。各種福祉支援

制度に関する知識の付与や、自己理解を通

じて個々の状況に応じた、自分に必要な支

援を考えられるよう、当院で作成したワー

クシートに取り組んだり、小グループでの

作業を通じた指導を行ったりしています。

年間を通じて繰り返し実施することで、知

識の定着、自己理解の深まりを促すことと

しています。また、「自分の取り扱い説明書」

を作成することで、社会復帰後に他者に理

解してもらうための教育も行っています。 

演劇手法を用いたワークショップ 

ワークショップの様子 

 外部講師として、演劇に携わる俳優さんを講師とし

て招いて実施しています。支援教育課程Ⅱの在院者に

実施するプログラムの中でも、特に「楽しいと思って

参加できるプログラム」として設計しました。ワーク

ショップを通じて、言葉での説明が難しい、「自分を知

る」、「他人を知る」、「他人と協同する」といった感覚

を体験的に身に付けていきます。 

月に１回の実施のため、まだ実施回数は少ないです

が、これまでのところ参加者からは好意的な感想が聞

かれており、積極的な参加姿勢が見られます。社会で

生きる力、非認知能力の向上を目指します 

３

■ 演劇ワークショップのテーマ■ 

①「２分かけて座ってみる」 

②「Yes and」（言葉のキャッチボール） 

① 

② 
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「SCIO」（スキオ）とは、ラテン語で、「知る」という意味です。それ

は矯正教育の目標でもある、次の四つの英単語の頭文字の組合せから成

る言葉でもあります。 

Socialization （社会化）     Correction  （矯正） 

Independence （自立）     Orientation  （方向付け） 

次号は令和８年６月に刊行の予定です。 

 

在院者が作成した令和７年度運動会の大看板 タイトル「頂天を狙え！！」 


